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研究成果の概要（和文）：本研究は、「企業の組織変革行動における阻害要因に関する理論・実証的研究」というテー
マで行ったものである。文献渉猟・アンケート・インタビュー調査を通じて、主に①阻害(抵抗）に関する説明要因・
プロセス・メカニズムおよびその除去方法に関する理論・実態について明らかにすることができた、②インタビュー調
査を通じて上記①のインテンシブな内容を明らかにすることができた。上記①②について、雑誌論文掲載、文献刊行を
通じて公表し、さらに成果の一部を文献の分担執筆、新聞・雑誌投稿、台湾・中国の大学院での報告会、および研修・
セミナーにて公表・講義・報告している。

研究成果の概要（英文）：This study is theoretical and substantial study of hindrance(resistance) factor in
 organizational change of business.It`s research method is extensive range of the papers ,articles,and boo
ks,survey and interview.So,it's result is below.First we can explain the theories and actual conditions in
 it's the factor,process ,mechanism and  removal method in hindrance phenomenon.Second we can show particu
larly matter abou upper1.We release about upper1 and 2 through publication papers and book,and more,public
ate shared writing,contribute news paper and magazine,lecture and report at graduate school's workshop and
 seminar(in China and Taiwan).
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、松田の他の諸研究でも指摘してい

るように、企業の現場では、組織変革を試み

る際に、「…意識が変わらないと、うまくい

かないなあ…」とか「…頭（意識）は変わっ

ているのだけれど、行動がなかなかついてい

かない…」等の記述や発言が、よく見聞きさ

れることに端を発している。つまり、企業は、

その組織成果を向上させるために、いろいろ

な施策を行うのであるが、その際には、組織

のダイナミックな変革という課題と同時に、

従業員の意識や行動の変革というもう1 つの

課題をクリアしなければ、なかなかその成果

があがらないという現実があり、そこには生

起される阻害（抵抗）現象に対応していく必

要があるということである。 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、企業の多様な組織変革行動

において、そのプロセス上で直面する阻害（＝

人々の変化への抵抗）要因について、文献渉

猟、および企業を調査対象とした定量・定性

的調査に基づいて理論的、かつ実証的に明ら

かにすることである。具体的な内容は、組織

変革のプロセス上において、①阻害要因の特

定、②その発生タイミング・メカニズム、③

その除去方法、なお、可能であれば理論的に

考慮できる、④組織変革に関する促進要因の

探究を行うことである。そして、経常的に企

業が抱え、直面しているこの課題について実

践的な提言をすることが第２の目的である。 
 
 
３．研究の方法 
①学際的（主に心理学、経営学、社会学）な

文献・論文の渉猟調査を行い、既存議論につ

いて、マクロ・ミクロ組織論、社会心理学、

コンサルタント的議論の視点から整理した 

②阻害（抵抗）の要因、メカニズム、除去（方

法）に関する具体的なデータとして、アンケ

ート調査（下記(11)）、および企業勤務者15 名

を対象にインタビュー調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
①学際的（主に心理学、経営学、社会学）な

渉猟調査を行い、既存議論について、マクロ・

ミクロ組織論、社会心理学、コンサルタント

的議論の視点から整理したことである。 

 

②阻害（抵抗）の要因、メカニズム、除去（方

法）に関する具体的なデータとして、アンケ

ート調査（下記(12)）、また15 名分の経験談

をインタビュー調査から得ることができたこ

とである。 

 

③除去方法の中で「チーム（医療）」に着目

して、その有効性を共著としてまとめること

ができたことである（下記の図書）。これは、

岡山大学大学院社会文化科学研究科組織経営

専攻（通称、岡山大MBA）の社会人大学院の

修士研究成果をも含んだ成果でもある。 

 

④同様な成果としては、教科書として、社会

人院生と共著という形で公表している。なお

上記以外に、研究成果の一部を台湾交通大学

経営管理学院（曾芳文助教授）および中国

jinan 大学商学院（張彩紅助教授）の研究会・

授業において、学部生・大学院生・社会人院

生を対象にして発表している。山陽新聞連載、

『おかやま財界』連載、研修（JA、吉井旅館）、

セミナー（中小企業家同友会、株式会社クラ

ブン）で報告・講演している。 
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